
阿南工業高等専門学校 電気・制御システム工学専攻
（平成30年度以前入学生） 開講年度 平成20年度 (2008年度)

学科到達目標

科目区
分 授業科目 科目番

号
単位種
別 単位数

学年別週当授業時数
専1年 専2年
前 後 前 後
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

担当教
員

履修上
の区分

ES 必
修

電気・制御システム工学
演習 0067 2 4 多田 博

夫

ES 必
修

電気・制御システム工学
特別研究 0068 4 4 4 小林 美

緒

ES 選
択 シーケンス制御 0069 2 4 岩佐 健

司

ES 選
択 電子回路解析 0070 2 4 正木 和

夫

ES 選
択 電気回路解析 0071 2 4 中村 雄

一

ES 選
択 ロボット工学演習 0072 2 4 福田 耕

治

ES 選
択 ディジタル回路演習 0073 2 4 長谷川

竜生
M
C

選
択 インターンシップ１ 0074 3 3 3 小林 美

緒
M
C

選
択 インターンシップ２ 0075 6 6 6 小林 美

緒
M
C

選
択 インターンシップ３ 0076 9 9 9 小林 美

緒
M
C

選
択 インターンシップ４ 0077 12 12 12 小林 美

緒
一
般

必
修 工業英語 0008 2 4 藤井 浩

美
一
般

必
修 英語講読 0009 2 4 林田 栄

治
一
般

必
修 国際協力論 0010 2 4 今田 浩

之
一
般

必
修 技術者倫理 0011 2 4 藤居 岳

人
一
般

選
択 生命科学 0012 2 4

専
門

選
択 基礎物理学 0020 2 4 吉田 岳

人
専
門

選
択 解析学 0022 2 4 田上 隆

徳

ES 必
修 電気・制御ｼｽﾃﾑ工学ｾﾐﾅｰ 0078 1 2 中村 雄

一

ES 必
修 電気システム工学実験 0079 2 2 2 釜野 勝

ES 必
修 情報システム工学実験 0080 2 2 2 安野 恵

実子

ES 選
択 創造工学演習 0081 2 4 西野 精

一

ES 選
択 現代制御工学 0083 2 4 福見 淳

二

ES 選
択 光通信工学 0084 2 4 長谷川

竜生

ES 選
択 電子計測工学 0085 2 4 長谷川

竜生

ES 選
択 パワーエレクトロニクス 0086 2 4 當宮 辰

美

ES 選
択 電子物性 0087 2 4 正木 和

夫
M
C

必
修

電気・制御ｼｽﾃﾑ工学特別
研究 0082 7 7 7 中村 雄

一
一
般

必
修 英語講読 0013 2 4 勝藤 和

子
一
般

必
修 比較文化論 0014 2 4 藤居 岳

人
一
般

必
修 環境政策論 0015 2 4 今田 浩

之
専
門

選
択 応用線形代数 0023 2 4 杉野 隆

三郎
専
門

選
択 現代物理学 0024 2 4 松尾 俊

寛
専
門

選
択 信号処理工学 0025 2 4 安野 恵

実子



専
門

選
択 経営工学 0026 2 4 吉田 晋

専
門

選
択 化学工学基礎２ 0027 2 4 西岡 守

専
門

選
択 応用解析学 0028 2 4 杉野 隆

三郎



阿南工業高等専門学校 開講年度 平成26年度 (2014年度) 授業科目 電気・制御ｼｽﾃﾑ工学ｾﾐﾅｰ
科目基礎情報
科目番号 0078 科目区分 ES / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 : 1

開設学科 電気・制御システム工学専攻（平成30年度以前
入学生） 対象学年 専2

開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 各担当教員・特別講師が準備した技術資料/各担当教員・特別講師が紹介した参考書
担当教員 中村 雄一
到達目標
1.各分野の科学技術文献を理解し、その内容を説明できる。
2.各分野における社会的な要求や課題を理解し、その内容を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
各分野の科学技術文献の内容を理
解でき、自らの考察を含めてレポ
ートにまとめることができる。

各分野の科学技術文献の内容を理
解でき、その内容をレポートにま
とめることができる。

各分野の科学技術文献の内容を理
解できず、その内容をレポートに
まとめることができない。

評価項目2
各分野における社会的な要求や課
題を理解し、その解決策を提案で
きる。

各分野における社会的な要求や課
題を理解し、説明できる。

各分野における社会的な要求や課
題を説明できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 　各教員が保有している最新技術情報を知ることにより、学生の研究意欲や学習意欲を高めたり、技術的視野を広める

ことを目的とする。
授業の進め方・方法

注意点
　技術に関するトピックスでは.担当教員の話を単に聞くだけではなく、そのテーマに対して社会が要求する問題とはど
のようなものかを常に心がけて受講してほしい。特別演習は外部講師等による授業であり、様々な分野に関する技術的
視野を少しでも広げてほしい。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 1.特別演習１ 外部講師等による特別演習の内容を理解し、レポート
にまとめることができる。

2週 1.特別演習１ 外部講師等による特別演習の内容を理解し、レポート
にまとめることができる。

3週 2.技術に関するトピックス フーリエ変換とウェーブレット変換を用いた信号処理
について概要を説明できる。

4週 2.技術に関するトピックス フーリエ変換とウェーブレット変換を用いた信号処理
について概要を説明できる。

5週 2.技術に関するトピックス ニューラルネットワーク（BP法）について概要を説明
できる。

6週 2.技術に関するトピックス ニューラルネットワーク（BP法）について概要を説明
できる。

7週 2.技術に関するトピックス 光コンピュータについて概要を説明できる。
8週 2.技術に関するトピックス 光コンピュータについて概要を説明できる。

2ndQ

9週 2.技術に関するトピックス ダイポールアンテナについて概要を説明できる。
10週 2.技術に関するトピックス ダイポールアンテナについて概要を説明できる。
11週 2.技術に関するトピックス 携帯電話の動向について概要を説明できる。
12週 2.技術に関するトピックス 携帯電話の動向について概要を説明できる。

13週 3.特別演習２ 外部講師等による特別演習の内容を理解し、レポート
にまとめることができる。

14週 3.特別演習２ 外部講師等による特別演習の内容を理解し、レポート
にまとめることができる。

15週 3.特別演習２ 外部講師等による特別演習の内容を理解し、レポート
にまとめることができる。

16週 【答案返却時間】
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 40 0 0 0 60 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 40 0 0 0 60 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



阿南工業高等専門学校 開講年度 平成26年度 (2014年度) 授業科目 電気システム工学実験
科目基礎情報
科目番号 0079 科目区分 ES / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 : 2

開設学科 電気・制御システム工学専攻（平成30年度以前
入学生） 対象学年 専2

開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 各担当教員が指定した実験説明書/各担当教員が指定した参考書
担当教員 釜野 勝
到達目標
1.実験目的に広じた基本的な実験技術を習得し、実験を遂行することができる。
2.実験結果を工学的に考察し、問題解決することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
各テーマの基本的な実験技術を習
得し、独自の工夫を施すことで実
験を効率的に遂行できる。

各テーマの基本的な実験技術を習
得し、実験を遂行できる。

各テーマの基本的な実験技術を習
得しておらず、実験を遂行できな
い。

評価項目2
実験結果を工学的に考察し、与え
られた問題だけでなく、自ら見出
した問題も解決できる。

実験結果を工学的に考察し、与え
られた問題を解決できる。

実験結果を工学的に考察できず、
与えられた問題を解決できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 「もの作り」につながる創造的思考力や実践的な問題の発見・解決能力、及び複合的な技術開発を進める能力を養成す

ることを目的とする。
授業の進め方・方法

注意点 1テーマは3週間（18時間）で実施する。テーマ担当教員の判断により、理解度を確認するための筆記試験を実施するこ
とがある。実験中は、安全に十分配慮し、担当教負の指示に従うこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 テーマ別実験 各テーマの概要および実験内容を理解し、実験技術を
習得できる。

2週 テーマ別実験 各テーマの概要および実験内容を理解し、実験技術を
習得できる。

3週 テーマ別実験 各テーマの概要および実験内容を理解し、実験技術を
習得できる。

4週 テーマ別実験 各テーマの概要および実験内容を理解し、実験技術を
習得できる。

5週 テーマ別実験 各テーマの概要および実験内容を理解し、実験技術を
習得できる。

6週 テーマ別実験 各テーマの概要および実験内容を理解し、実験技術を
習得できる。

7週 テーマ別実験 各テーマの概要および実験内容を理解し、実験技術を
習得できる。

8週 テーマ別実験 各テーマの概要および実験内容を理解し、実験技術を
習得できる。

2ndQ

9週 テーマ別実験 各テーマの実験結果を工学的に考察し、レポートにま
とめることができる。

10週 テーマ別実験 各テーマの実験結果を工学的に考察し、レポートにま
とめることができる。

11週 テーマ別実験 各テーマの実験結果を工学的に考察し、レポートにま
とめることができる。

12週 テーマ別実験 各テーマの実験結果を工学的に考察し、レポートにま
とめることができる。

13週 テーマ別実験 各テーマの実験結果を工学的に考察し、レポートにま
とめることができる。

14週 テーマ別実験 各テーマの実験結果を工学的に考察し、レポートにま
とめることができる。

15週 テーマ別実験 各テーマの実験結果を工学的に考察し、レポートにま
とめることができる。

16週 テーマ別実験 各テーマの実験結果を工学的に考察し、レポートにま
とめることができる。

後期
3rdQ

1週 テーマ別実験 テーマ1:LabVIEWによるGPIB制御
2週 テーマ別実験 テーマ1:LabVIEWによるGPIB制御
3週 テーマ別実験 テーマ1:LabVIEWによるGPIB制御
4週 テーマ別実験 テーマ2:基本素子アンテナの製作とその放射特性測定
5週 テーマ別実験 テーマ2:基本素子アンテナの製作とその放射特性測定
6週 テーマ別実験 テーマ2:基本素子アンテナの製作とその放射特性測定
7週 テーマ別実験 テーマ3:PLC制御に関する実験
8週 テーマ別実験 テーマ3:PLC制御に関する実験

4thQ
9週 テーマ別実験 テーマ3:PLC制御に関する実験
10週 テーマ別実験 テーマ4:光学素子を用いた創造製作実習



11週 テーマ別実験 テーマ4:光学素子を用いた創造製作実習
12週 テーマ別実験 テーマ4:光学素子を用いた創造製作実習
13週 テーマ別実験 テーマ5:FPGAを用いた論理回路設計
14週 テーマ別実験 テーマ5:FPGAを用いた論理回路設計
15週 テーマ別実験 テーマ5:FPGAを用いた論理回路設計

16週 テーマ別実験 ※テーマ及びスケジュールについては都合により変更
される可能性がある。詳細は別途提示する。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 0 0 0 100 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 80 0 80
分野横断的能力 0 0 0 0 20 0 20



阿南工業高等専門学校 開講年度 平成26年度 (2014年度) 授業科目 情報システム工学実験
科目基礎情報
科目番号 0080 科目区分 ES / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 : 2

開設学科 電気・制御システム工学専攻（平成30年度以前
入学生） 対象学年 専2

開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 各担当教員が指定した実験説明書/各担当教員が指定した参考書
担当教員 安野 恵実子
到達目標
1.実験目的に広じた基本的な実験技術を習得し、実験を遂行することができる。
2.実験結果を工学的に考察し、問題解決することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
各テーマの基本的な実験技術を習
得し、独自の工夫を施すことで実
験を効率的に遂行できる。

各テーマの基本的な実験技術を習
得し、実験を遂行できる。

各テーマの基本的な実験技術を習
得しておらず、実験を遂行できな
い。

評価項目2
実験結果を工学的に考察し、与え
られた問題だけでなく、自ら見出
した問題も解決できる。

実験結果を工学的に考察し、与え
られた問題を解決できる。

実験結果を工学的に考察できず、
与えられた問題を解決できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 「もの作り」につながる創造的思考力や実践的な問題の発見・解決能力、及び複合的な技術開発を進める能力を養成す

ることを目的とする。
授業の進め方・方法

注意点 1テーマは3週間（18時間）で実施する。テーマ担当教員の判断により、理解度を確認するための筆記試験を実施するこ
とがある。実験中は、安全に十分配慮し、担当教負の指示に従うこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 テーマ別実験 各テーマの概要および実験内容を理解し、実験技術を
習得できる。

2週 テーマ別実験 各テーマの概要および実験内容を理解し、実験技術を
習得できる。

3週 テーマ別実験 各テーマの概要および実験内容を理解し、実験技術を
習得できる。

4週 テーマ別実験 各テーマの概要および実験内容を理解し、実験技術を
習得できる。

5週 テーマ別実験 各テーマの概要および実験内容を理解し、実験技術を
習得できる。

6週 テーマ別実験 各テーマの概要および実験内容を理解し、実験技術を
習得できる。

7週 テーマ別実験 各テーマの概要および実験内容を理解し、実験技術を
習得できる。

8週 テーマ別実験 各テーマの概要および実験内容を理解し、実験技術を
習得できる。

2ndQ

9週 テーマ別実験 各テーマの実験結果を工学的に考察し、レポートにま
とめることができる。

10週 テーマ別実験 各テーマの実験結果を工学的に考察し、レポートにま
とめることができる。

11週 テーマ別実験 各テーマの実験結果を工学的に考察し、レポートにま
とめることができる。

12週 テーマ別実験 各テーマの実験結果を工学的に考察し、レポートにま
とめることができる。

13週 テーマ別実験 各テーマの実験結果を工学的に考察し、レポートにま
とめることができる。

14週 テーマ別実験 各テーマの実験結果を工学的に考察し、レポートにま
とめることができる。

15週 テーマ別実験 各テーマの実験結果を工学的に考察し、レポートにま
とめることができる。

16週 テーマ別実験 各テーマの実験結果を工学的に考察し、レポートにま
とめることができる。

後期
3rdQ

1週 テーマ別実験 テーマ1:センサ特性計測実験
2週 テーマ別実験 テーマ1:センサ特性計測実験
3週 テーマ別実験 テーマ1:センサ特性計測実験
4週 テーマ別実験 テーマ2:Kinectを用いたシステム開発に関する実験
5週 テーマ別実験 テーマ2:Kinectを用いたシステム開発に関する実験
6週 テーマ別実験 テーマ2:Kinectを用いたシステム開発に関する実験
7週 テーマ別実験 テーマ3:ラインセンサ回路の設計製作実習
8週 テーマ別実験 テーマ3:ラインセンサ回路の設計製作実習

4thQ
9週 テーマ別実験 テーマ3:ラインセンサ回路の設計製作実習
10週 テーマ別実験 テーマ4:ネットワークサーバ構築に関する実験



11週 テーマ別実験 テーマ4:ネットワークサーバ構築に関する実験
12週 テーマ別実験 テーマ4:ネットワークサーバ構築に関する実験
13週 テーマ別実験 テーマ5:音声処理に関する実験
14週 テーマ別実験 テーマ5:音声処理に関する実験
15週 テーマ別実験 テーマ5:音声処理に関する実験

16週 テーマ別実験 ※テーマ及びスケジュールについては都合により変更
される可能性がある。詳細は別途提示する。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 0 0 0 100 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 80 0 80
分野横断的能力 0 0 0 0 20 0 20



阿南工業高等専門学校 開講年度 平成26年度 (2014年度) 授業科目 創造工学演習
科目基礎情報
科目番号 0081 科目区分 ES / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 : 2

開設学科 電気・制御システム工学専攻（平成30年度以前
入学生） 対象学年 専2

開設期 前期 週時間数 4
教科書/教材 担当教員が必要に応じて紹介する
担当教員 西野 精一
到達目標
１．異なる専攻分野の学生とチームを組み、議論を通して課題を発見・検討・解決していくことができる。
２．課題の解決に必要な情報を、様々な文献や利用して調査することができる。
３．得られた情報を分析し、自分に課された課題について解決策を見出すことができる。
４．チームにおける自らの役割を果たし、全員で１つのまとまった技術文書を作成することができる。
５．進歩状況、、最終的な成果についてわかりやすくプレゼンテーションをすることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

到達目標1
右記の過程で、リーダーシップを
発揮しつつ推進することができる
。

他分野専攻の学生で構成したチー
ムでの討議をつうじて、発明・ビ
ジネスを発案できる。

他分野専攻の学生で構成したチー
ムでの討議をつうじて、発明・ビ
ジネスを発案できない。

到達目標2
右記の過程で、チームメンバーの
推捗・完成度の差を調整し、チー
ム全体の向上が図れる。

発明・ビジネスの原案に新規性を
確立すべく、先行技術調査を行う
ことができる。

発明・ビジネスの原案に新規性を
確立すべく、先行技術調査を行う
ことができない。

到達目標3
右記の過程で、リーダーシップを
発揮しつつ推進することができる
。

先行技術調査結果に応じて、発明
・ビジネスの原案を、チームでの
検討を経て、改善・改良できる。

先行技術調査結果に応じて、発明
・ビジネスの原案を、チームでの
検討を経て、改善・改良できない
。

到達目標4
右記の過程で、チームメンバーの
進捗・完成度の差を調整し、チー
ム全体の向上が図れる。

発明・ビジネスを特許アイディア
シート・事業計画書など技術文書
として明文化できる。

発明・ビジネスを特許アイディア
シート・事業計画書など技術文書
として明文化できない。

到達目標5
右記の過程で、リーダーシップを
発揮することで、より高いレベル
の完遂に導くことができる。

考慮した発明・ビジネスをプレゼ
ンテーション・試作品演示などの
手段をチーム分担し、アピールで
きる。

考慮した発明・ビジネスをプレゼ
ンテーション・試作品演示などの
手段をチーム分担し、アピールで
きない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
知識理解型から創造力養成型技術者へのステップアップを目指して、学生が主体的かつチームの一員として皆と協力し
ながら、自らの発想を交え、お互いに議論しながら技術文書としてまとめるなど、総合的な「ものづくり」の能力を養
うことを目的とする。

授業の進め方・方法

注意点 グループ内において学生間で綿密に検討を行って欲しい。また、教員のコメントを参考しながら、テーマ決定から技術
文書の作成まで着実に遂行して欲しい。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 オリエンテーション 担当教員より演習の進め方について説明する。
2週 オリエンテーション 担当教員より演習の進め方について説明する。

3週 テーマ・プラン決定 担当教員のコメントを受けながら、学生が主体的に
２～７の項目を行う。

4週 テーマ・プラン決定 担当教員のコメントを受けながら、学生が主体的に
２～７の項目を行う。

5週 先行技術調査 先行技術調査とは、過去の特許・論文などの科学技術
資産を調査し、自ら分析することである。

6週 先行技術調査 先行技術調査とは、過去の特許・論文などの科学技術
資産を調査し、自ら分析することである。

7週 企画立案
8週 企画立案

2ndQ

9週 発明・事業提案書作成 発明・事案提案書には設計書・図面も含まれる。
10週 発明・事業提案書作成 発明・事案提案書には設計書・図面も含まれる。
11週 試作・改良・製作
12週 試作・改良・製作

13週 プレゼンテーション 演習の成果、発明・事業提案書、試作品、プレゼンテ
ーションにより発表し、担当教員の評価を受ける。

14週 プレゼンテーション 演習の成果、発明・事業提案書、試作品、プレゼンテ
ーションにより発表し、担当教員の評価を受ける。

15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 25 0 0 0 75 100



基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 25 0 0 0 25 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 50 50



阿南工業高等専門学校 開講年度 平成26年度 (2014年度) 授業科目 光通信工学
科目基礎情報
科目番号 0084 科目区分 ES / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 : 2

開設学科 電気・制御システム工学専攻（平成30年度以前
入学生） 対象学年 専2

開設期 後期 週時間数 4
教科書/教材 入門光ファイバ通信工学(コロナ社）/光通信工学(1)(コロナ社）
担当教員 長谷川 竜生
到達目標
1.光導波路内でのモードに関する特性を説明できる。
2.グレーデッド形屈折率分布ファイバの必要性と有効性を説明できる。
3.各種単一モード光ファイバの特性を説明できる。
4.光ファイバの損失原因、損失測定法について説明できる。
5.各種光ファイバ増幅器の動作原理、特性を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

到達目標1 光導波路内でのモードに関する特
性をすベて説明できる。

光導波路内でのモードに関する特
性の概要を説明できる。

光導波路内でのモードに関する特
性を説明できない。

到達目標2
グレーデッド形屈折率分布ファイ
バの必要性と有効性について、す
べて説明できる。

グレーデッド形屈折率分布ファイ
バの必要性と有効性について、概
要を説明できる。

グレーデッド形屈折率分布ファイ
バの必要性と有効性を説明できな
い。

到達目標3 各種単一モード光ファイバの特性
について、すべて説明できる。

各種単一モード光ファイバの特性
について、概要を説明できる。

各種単一モード光ファイバの特性
を説明できない。

到達目標4 光ファイバの損失原因、損失測定
法について、すべて説明できる。

光ファイバの損失原因、損失測定
法について、概要を説明できる。

光ファイバの損失原因、損失測定
法について説明できない。

到達目標5
各種光ファイバ増幅器の動作原理
、特性について、すべて説明でき
る。

各種光ファイバ増幅器の動作原理
、特性について、概要を説明でき
る。

各種光ファイバ増幅器の動作原理
、特性を説明できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 光通信工学の基礎的事項を学び、長距離大容量な光ファイバ通信システムの仕組みを理解する。特に、光通信システム

を構成する要素として最も重要な光ファイバの特徴や性能を学習し、理解を深めることを目標とする。
授業の進め方・方法

注意点 光通信工学は電子回路、通信工学や半導体光素子に関する学識を基盤としている。光を使った通信システムは今後も進
展が予想される分野であり、技術動向が理解できる基礎知識を習得してほしい。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 光ファイバ通信とは 光ファイバ通信の歴史と特徴を説明できる。
伝送効率の計算ができる。

2週 光線の伝搬 光の反射、屈折に関して説明でき計算できる。
3週 光線の伝搬 光導波路内でのモードを説明できる。

4週 光線の伝搬 伝搬可能なモード数、カットオフ波長、伝搬時間差の
式を計算できる。

5週 光線の伝搬 伝搬可能なモード数、カットオフ波長、伝搬時間差の
式を計算できる。

6週 光線の伝搬 グレ一デッド形屈折率分布ファイバについて説明でき
る。

7週 光波の伝搬 群速度と波長分散について説明できる。
8週 中間試験

4thQ

9週 光ファイバ 光ファイバの種類と特徴を説明できる。
10週 光ファイバ 単一モード光ファイバの分類を説明できる。
11週 光ファイバ 単一モード光ファイバの分類を説明できる。

12週 光ファイバケーブル技術 光ファイバの損失原因について説明できる。
光ファイバの損失測定法について説明できる。

13週 光ファイバケーブル技術 光ファイバの損失測定法について説明できる。
光ファイバの接続法について説明できる。

14週 光ファイバ増幅器
エルビウム添加光ファイバ増幅器について説明できる
。
光ファイバラマン増幅器について説明できる。

15週 期末試験
16週 答案返却時間

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 0 0 0 20 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 20 0 100



分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



阿南工業高等専門学校 開講年度 平成26年度 (2014年度) 授業科目 電子計測工学
科目基礎情報
科目番号 0085 科目区分 ES / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 : 2

開設学科 電気・制御システム工学専攻（平成30年度以前
入学生） 対象学年 専2

開設期 前期 週時間数 4
教科書/教材 電子計測一基礎と応用(培風館）
担当教員 長谷川 竜生
到達目標
1.各種センサの動作原理を理解し説明できる。
2.サンプルホールド回路、AD変換回路のしくみを説明できる。
3.各種電子計測システムのしくみについて説明できる。
4.各種計測器の計測原理を説明できる。
5.高周波電圧、髙周波電流の測定法を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

到達目標1 各種センサの動作原理を理解し、
すベて説明できる。 各種センサの動作原理を理解し、

概要を説明できる。
各種センサの動作原理を説明でき
ない。

到達目標2
サンプルホールド回路、AD変換回
路のしくみについて、すべて説明
できる。

サンプルホールド回路、AD変換回
路のしくみについて、概要を説明
できる。

サンプルホールド回路、AD変換回
路のしくみを説明できない。

到達目標3 各種電子計測システムのしくみに
ついて、すべて説明できる。

各種電子計測システムのしくみに
ついて、概要を説明できる。

各種電子計測システムのしくみに
ついて説明できない。

到達目標4 各種計測器の計測原理について、
すベて説明できる。

各種計測器の計測原理について、
概要を説明できる。

各種計測器の計測原理を説明でき
ない。

到達目標5 高周波電圧、高周波電流の測定法
について、すべて説明できる。

高周波電圧、高周波電流の測定法
について、概要を説明できる。

高周波電圧、高周波電流の測定法
を説明できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 コンピュータによるデータ処理と一体となった電子計測の基本から具体的問題及びシステムの基礎事項を学び、各種電

子計測システムの原理と実践的な手法を習得することを目標にしている。
授業の進め方・方法

注意点 予習・復習を十分に行い、問題意識を持って授業に臨むとともに、講義が終了したら、出来るだけ速やかに自学自習課
題を各自解いて、理解を深めて欲しい。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 電子計測の基礎 各種測定方式(偏位法、零位法、補償法、置換法)につ
いて説明できる。

2週 各種センサ 温度センサの種類とそれぞれのしくみを説明できる。

3週 各種センサ 温度センサの種類とそれぞれのしくみを説明できる。
磁気センサのしくみを説明できる。

4週 各種センサ 力センサのしくみを説明できる。
5週 各種センサ 位置、長さセンサのしくみを説明できる。

6週 電子計測システム サンプルホールド回路、AD変換回路のしくみを説明で
きる。

7週 電子計測システム
力計測システム、電流計測システムのしくみを説明で
きる。
温度計測制御システム、回転速度計測制御システムの
しくみを説明できる。

8週 中間試験

2ndQ

9週 計測器 電子電圧計、ディジタルマルチメータのしくみを説明
できる。

10週 計測器 オシロスコ一プについて説明できる。

11週 計測器 オシロスコ一プについて説明できる。
エレクトロニックカウンタについて説明できる。

12週 計測器 エレクトロニックカウンタについて説明できる。

13週 計測器 信号発生器、ロジックアナライザ、スペクトラムアナ
ライザについて説明できる。

14週 髙周波計測
表皮効果について説明できる。
高周波電圧の測定法について説明できる。
高周波電流の測定法について説明できる。

15週 期末試験
16週 答案返却時間

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 0 0 0 20 0 100



基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 20 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



阿南工業高等専門学校 開講年度 平成26年度 (2014年度) 授業科目 パワーエレクトロニクス
科目基礎情報
科目番号 0086 科目区分 ES / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 : 2

開設学科 電気・制御システム工学専攻（平成30年度以前
入学生） 対象学年 専2

開設期 後期 週時間数 4
教科書/教材 パワーエレクトロニクス(オーム社）/電気機器(森北出版）
担当教員 當宮 辰美
到達目標
1.電力用半導体素子の種類とその特性および使用法について説明できる。
2.半導体素子を用いた基本的な電力変換回路の特性について理解し，特性計算ができる。
3.半導体素子を用いた整流回路とチョッパ回路の基本特性を理解し，特性計算ができる。
4.インバータ回路を理解し，パワエレ電力変換技術の電動機制御への応用について理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

到達目標1
各種の電力用半導体素子の種類と
特性および使用法について，特性
を理解して詳しく説明できる。

電力用半導体素子の種類とその特
性および使用法について説明でき
る。

電カ用半導体素子の種類とその特
性および使用法について説明でき
ない。

到達目標2
半導体素子を用いた基本的な電カ
変換回路の構成法と特性を理解し
，複雑な特性計算ができる。

半導体素子を用いた基本的な電力
変換回路の特性について理解し
，特性計算ができる。

半導体素子を用いた基本的な電力
変換回路の特性の理解と特性計算
ができない。

到達目標3
半導体素子を用いた整流回路とチ
ョッパ回路の構成法と基本特性を
理解し，複雑な特性計算ができる
。

半導体素子を用いた整流回路とチ
ョッパ回路の基本特性を理解し
，特性計算ができる。

半導体素子を用いた整流回路とチ
ョッパ回路の基本特性の理解と特
性計算ができない。

到達目標4
インバータ回路の構成と特性を理
解し，パワエレ回路による各種電
動機制御について説明できる。

インバータ回路を理解し，パワエ
レ電力変換技術の電動機制御への
応用について理解できる。

インバータ回路やパワエレカ変換
技術の電動機制御への応用につい
て理解できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 パワートランジスタやサイリスタなどの電力用半導体スイッチング素子を用いた，パワーエレクトロニクス技術の基礎

と応用方法についての理解を目的とする。
授業の進め方・方法

注意点
教室での講義を中心に行う。電子回路や三相交流回路，さらに直流機や交流機器の基礎知識を有しているものとして
，演習を行いながら解説する。電力用半導体スイッチング素子特性と電力変換回路に関し，基本回路については設計で
きる程度まで理解してほしい。理解を助けるために，講義の最後に小テストを行うことや章末問題のレポ一ト提出によ
り理解を深める。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 電力用半導体素子 電力用半導体素子の種類と特性について説明できる。
2週 電力用半導体素子 電力用半導体素子の種類と特性について説明できる。
3週 電力用半導体素子 電力用半導体素子の利用方法について説明できる。
4週 歪み波形の取り扱い 歪み波形の解析方法について理解できる。
5週 歪み波形の取り扱い 歪み波形の解析方法について理解できる。

6週 整流回路 半波整流回路やブリツジ回路による整流について説明
できる。

7週 整流回路 半波整流回路やブリツジ回路による整流について説明
できる。

8週 中間試験

4thQ

9週 チョッパ回路 チョッパ回路の原理•構成法と特性について説明できる
。

10週 チョッパ回路 チョッパ回路の原理•構成法と特性について説明できる
。

11週 チョッパ回路 チョッパ回路の原理•構成法と特性について説明できる
。

12週 インバータ回路 インバータの原理と構成法を説明できる。
13週 インバータ回路 インバータ回路の特性について理解できる。
14週 電動機制御 電力変換回路を用いた動機制御について理解できる。
15週 期末試験
16週 答案返却時間

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 0 0 0 20 0 100
基礎的能力 10 0 0 0 0 0 10
専門的能力 70 0 0 0 20 0 90
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



阿南工業高等専門学校 開講年度 平成26年度 (2014年度) 授業科目 電子物性
科目基礎情報
科目番号 0087 科目区分 ES / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 : 2

開設学科 電気・制御システム工学専攻（平成30年度以前
入学生） 対象学年 専2

開設期 前期 週時間数 4
教科書/教材 電気物性基礎（電気学会）/電子物性工学（コロナ社）
担当教員 正木 和夫
到達目標
１．一種類と二種類の格子振動による分散関係式を導出できること。
２．格子比熱を古典論、アインシュタインのモデル、デバイのモデルで導出できること。
３．個体のバンド理論を説明できること。
４．個体内の電子の群速度、逆有効質量、エネルギーバンドギャップを説明し導出できること。
５．個体のバンド理論により電気伝導を説明できること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

到達目標1
一種類と二種類からなる格子振動
の分散関係式を導出して、振動様
式を説明できること。

一種類の格子振動の分散関係式を
導出できる。

一次元の格子振動の分散関係式を
導出できない。

到達目標2
古典論、アインシュタインのモデ
ル、デバイのモデルを用いて格子
比熱を導出できる。

古典論、アインシュタインのモデ
ルを用いて、格子比熱を導出でき
る。

古典論モデルを用いて、格子比熱
を導出できる。

到達目標3
電子のエネンルギー状態の禁制帯
、許容帯ができることが説明でき
、進行波と後進波で定在波が説明
できる。

周期的なポテンシャルのなかで電
子のエネンルギー状態に禁制帯、
許容帯ができることが説明できる
。

周期的なポテンシャルのなかで電
子のエネンルギー状態に禁制帯、
許容帯ができることが説明できな
い。

到達目標4
波の位相速度、群速度が説明でき
、電子の逆有効質量が導出できる
。

波の位相速度、群速度が説明でき
る。 波の位相速度が理解できる。

到達目標5
エネルギーと波数空間を使って電
気の伝道現象と絶縁体の振動現象
を説明できる。

エネルギーと波数空間を使って電
気の伝導現象を説明できる。

エネルギーと波数空間を使って電
気の伝導現象を説明できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
本講義は固体中の電気的な性質を学ぶことを目的とする。まず一種類の一次元格子振動と二種類の分散関係式を説明す
る。格子振動に基づく格子比熱を古典論、アインシュタインのモデル、デバイのモデルで説明する。次にエネルギーバ
ンド理論を説明し、バンド理論を用いて金属と絶縁体の電気伝導の講義を行う。

授業の進め方・方法

注意点 物理における波の性質をよく理解しておくこと。マックスウェル分布統計、ボーズ・アインシュタイン統計、フェルミ
分布統計を理解しておくこと。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 格子振動 固体中の格子振動の速度を導出できること。
2週 格子振動 一次元単原子振動の分散関係式えお導出できること。

3週 格子振動 二種類の原子からなる一次元格子振動の分散関係式を
導出できること。

4週 格子振動 二種類の原子からなる一次元格子振動の分散関係式を
導出できること。

5週 格子比熱 古典論の比熱うを導出できること。

6週 格子比熱 アインシュタインのモデルを用いて格子比熱を導出で
きること。

7週 格子比熱 デバイのモデルを用いて格子比熱を導出できること。
8週 中間試験

2ndQ

9週 個体の帯理論 周期的ポテンシャル場のエネルギー状態を説明できる
こと。

10週 個体の帯理論 禁制帯と許容帯を説明できること。
11週 個体の帯理論 状態密度関数を導出できること。

12週 個体の帯理論 エネルギーバンドギャップができることが説明できる
こと。

13週 電子の速度と質量 位相速度と群速度を説明できること。
逆有効質量を導出できること。

14週 固体中の電気伝導 金属中の電気伝導を説明できること。
絶縁体中の電気振動を説明できること。

15週 期末試験
16週 答案返却

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 0 0 0 20 0 100



基礎的能力 40 0 0 0 10 0 50
専門的能力 40 0 0 0 10 0 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



阿南工業高等専門学校 開講年度 平成26年度 (2014年度) 授業科目 電気・制御ｼｽﾃﾑ工学特別研究
科目基礎情報
科目番号 0082 科目区分 MC / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 : 7

開設学科 電気・制御システム工学専攻（平成30年度以前
入学生） 対象学年 専2

開設期 通年 週時間数 7
教科書/教材 指導教員が必要に応じて紹介する。/指導教員が必要に応じて紹介する。
担当教員 中村 雄一
到達目標
1.文献の調査・利用や、実験的・理論的研究手法を身に付け、複合的視野から考察することができる。
2.課題に対して、自主的に研究を遂行することができる。
3.指導教員や共同研究者と適切なコミュニケーションを取り、チームの一員として自己の役割を果たす事ができる。
4.研究で得られた成果を、英語により口頭発表できる。
5.研究で得られた成果を科学技術論文としてまとめ、プレゼンテーションできる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
評価項目1
評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
各指導教員の下でそれぞれの分野の研究に専念し、研究に対する基本姿勢・方法論を身につけると共に、研究開発にお
いて複合的視野を持つことの重要性を学ぶ。また、「もの作り」を考慮しながら、技術的構想や創造的思考を実現させ
るためのデザイン能力を養う。さらに英語による口頭発表を行い、最後に研究背景・目的・手段・得られた結果と考察
・将来展望を特別研究報告書の形でまとめる。

授業の進め方・方法

注意点
研究課題は、本科で学んだ授業科目や専攻科で履修する科目を基礎としたものになるよう、指導教員と十分コミュニケ
ーションを取って設定して下さい。また課題解決においては、必ず自分の考えや主張を入れて主体的に研究活動を遂行
して下さい。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 特別研究の遂行 特別研究の指導教員のもとで、ゼミ、実験、計算など
を行う。

2週 特別研究の遂行 特別研究の指導教員のもとで、ゼミ、実験、計算など
を行う。

3週 特別研究の遂行 特別研究の指導教員のもとで、ゼミ、実験、計算など
を行う。

4週 特別研究の遂行 特別研究の指導教員のもとで、ゼミ、実験、計算など
を行う。

5週 特別研究の遂行 特別研究の指導教員のもとで、ゼミ、実験、計算など
を行う。

6週 特別研究の遂行 特別研究の指導教員のもとで、ゼミ、実験、計算など
を行う。

7週 特別研究の遂行 特別研究の指導教員のもとで、ゼミ、実験、計算など
を行う。

8週 中間発表会 中間発表会の概要原稿を作成する。

2ndQ

9週 中間発表会 中間発表会の概要原稿を作成する。
10週 中間発表会 中間発表会の概要原稿を作成する。
11週 中間発表会 プレゼンテーションの練習をして、中間発表を行う。
12週 中間発表会 プレゼンテーションの練習をして、中間発表を行う。
13週 中間発表会 プレゼンテーションの練習をして、中間発表を行う。

14週 中間発表会 出席教員の質問に答えるとともに、得たコメントを以
降の研究に反映させる。

15週 中間発表会 出席教員の質問に答えるとともに、得たコメントを以
降の研究に反映させる。

16週

後期

3rdQ

1週 特別研究論文の作成 本文30ページ以上の特別研究論文を作成する。
2週 特別研究論文の作成 本文30ページ以上の特別研究論文を作成する。
3週 特別研究論文の作成 本文30ページ以上の特別研究論文を作成する。
4週 特別研究論文の作成 本文30ページ以上の特別研究論文を作成する。
5週 特別研究論文の作成 査読を受け、指摘事項を修正する。
6週 特別研究論文の作成 査読を受け、指摘事項を修正する。
7週 特別研究論文の作成 査読を受け、指摘事項を修正する。
8週 特別研究発表会 特別研究発表会の概要原稿を作成する。

4thQ

9週 特別研究発表会 特別研究発表会の概要原稿を作成する。
10週 特別研究発表会 特別研究発表会の概要原稿を作成する。

11週 特別研究発表会 プレゼンテーションの練習をして、特別研究の発表を
行う。



12週 特別研究発表会 プレゼンテーションの練習をして、特別研究の発表を
行う。

13週 特別研究発表会 プレゼンテーションの練習をして、特別研究の発表を
行う。

14週 特別研究発表会 出席教員の質問に答え、評価を受ける。
15週 特別研究発表会 出席教員の質問に答え、評価を受ける。
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 0 0 0 0 0 0
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


